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広　報広　報

　８月15日㈫、令和５年度「二十歳の集
い」を開催しました。
　詳細は、４～５ページで特集してい
ます。

～「二十歳の集い」を
　　　　　　開催しました！～
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pick
up

　
８
月
６
日
㈰
、
栄
村
恒
例
の
真
夏
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
苗
場
山
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
８
月

上
旬
に
行
わ
れ
て
い
る
、
栄
村
の
夏
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
０
０
名
を
超
え
る
村
内
外
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
熱
気

が
満
ち
溢
れ
た
中
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
ペ
ー
ス
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
栄
村
の
美
し
い
景
色
・
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
交
流
等
が
大
変
好
評
で
あ
り
、S
N
S
に
も
「
ま
た
、

来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
い
う
投
稿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
苗
場
山
2
0
2
3
～
栄
村

１
０
０
km
サ
イ
ク
リ
ン
グ
～
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

開会式　村長あいさつ

炎天下の中待機中

五宝木トンネルがライ
トアップ

魔女も
お出むかえ
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たくさんの笑顔が見られました

当日は暑い中、沿道での応援、ボランティアの参加、大変ありが
とうございました。� 【栄村秋山郷観光協会】

村民との交流も楽しみの一つです
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木造建築を活かして木をふんだんに使用した内装（イメージ図）

８月末現在の進捗状況

外観は周囲の風景、既存の宿泊棟と調和するような色調となっています（イメージ図）

　

北
野
天
満
温
泉
の
新
温
泉
棟
新
築
工
事
は
、今
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、着
々

と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

新
温
泉
棟
は
、
こ
れ
ま
で
の
温
泉
棟
よ
り
も
全
体
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
設
計

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
木
造
建
築
と
な
っ
て
お
り
、
浴
室
内
部
も
木
の
温
も
り

を
感
じ
ら
れ
る
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
別
の
浴
室
の
ほ
か
に
、
貸
切
風
呂
も
設
け
て
お
り
、
家
族
連
れ

の
お
客
様
や
、
大
浴
場
の
利
用
が
困
難
な
お
客
様
な
ど
に
も
、
ゆ
っ
く
り
と
温

泉
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

商
工
観
光
課　

観
光
係　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

２
７
０
２

北野天満温泉 新温泉棟の建設進む
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〈雪害対策救助員〉
【募集人員】　18名程度
【任用期間】　令和５年12月15日～令和６年3月31日までの間
【応募資格】　①年　齢：令和５年4月1日時点で、20歳以上68歳以下の健康な方
　　　　　　②資　格：普通自動車運転免許証を所持している方
【受付期間】　令和５年9月1日㈮～９月２２日㈮まで（郵送の場合は2２日必着）
【応募方法】　役場窓口及び秋山支所に用意してある申込書に必要事項を記入のうえ、普通自動車運

転免許証のコピーを添付し、持参または郵送してください。

問合せ先　　民生課　住民福祉係　☎0269-87-3114

〈道路除雪オペレーター〉
【募集人員】　20名程度
【任用期間】　令和５年12月１日～令和6年3月31日までの間
【応募資格】　①年　齢：令和5年4月1日時点で、18歳以上68歳以下の健康な方
　　　　　　②資　格：普通自動車運転免許証、大型特殊運転免許証及び車両系建設機械運転技能

講習終了証を所持している方（令和５年12月１日時点）
【受付期間】　令和5年9月1日㈮～９月22日㈮まで（郵送の場合は22日必着）
【応募方法】　役場窓口及び秋山支所に用意してある申込書に必要事項を記入のうえ、応募資格欄に

該当する受有資格のコピーを添付し、持参または郵送してください。

問合せ先　　建設課　建設事業係　☎0269-87-3113

令和5年度
冬期職員（会計年度任用職員）を募集します

〈スキー場冬季職員募集〉
【職種・募集人数】　・リフト係　15～17名　　・パトロール係　　３名　　・圧雪係　　若干名
　　　　　　　　　・レンタル係　　２名　　・レストラン係　若干名　　・バス運転係　１名
　　　　　　　　　・フロント係　　１名　　・レストラン パート、アルバイト　若干名
【任用期間】　令和５年12月11日～令和６年３月31日までの間
【応募資格】　①年　齢：令和５年４月１日時点で１８歳以上６８歳以下の健康な方
　　　　　　　　　　　〈パート、アルバイトは高校生以上〉
                  ②資　格：職種により条件あり（募集要項を参照してください。）
【募集期間】　令和５年9月1日㈮～９月22日㈮まで（郵送の場合は2２日必着）
【応募方法】　役場窓口及び秋山支所に用意してある申込書に必要事項を記入のうえ、応募資格欄に

該当する受有資格のコピーを添付し、持参または郵送してください。

問合せ先　　商工観光課　企業係　☎0269-87-3355
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➡ ➡

住んでいない・使っていない

空き家はありませんか？
〜 栄村空き家バンクへの登録について 〜

■空き家バンクとは

　村内に売却や賃貸したい空き家をお持ちの方に空き家バンクに登録していただき、空き家の購入や賃
借を考えている方に情報を提供しています。
　近年は、いわゆる「コロナ禍」により、下記表の通り、地方移住や空き家への関心が高まっており、
状態の良い空き家であれば、買いたい・借りたい方が現れる可能性があります。是非、栄村空き家バン
クの活用をご検討ください。

（表）
１　移住相談件数及び空き家バンク問い合わせ件数

２　空き家バンク成約数（賃貸・売買）　　　　　　３　行政サポートによる移住者数

問　建設課　定住住宅係　☎0269-87-3113

〈栄村空き家バンクのイメージ〉

年　度 移住相談数 空き家問い合わせ 計
2021 31 39 70
2022 45 31 76

2023（8/1時点） 32 22 54

年　度 売　買 賃　貸
2021 2 0
2022 1 1

2023（8/1時点） 4 2

年　度 組　数 人　数
2021 3 5
2022 6 10

2023（8/1時点）
※見込みも含む

9 15

栄　村

物件の交渉・契約

空き家を「買いたい
人」、「借りたい人」

空き家を「売りたい
人」、「貸したい人」

➡ ➡
空き家情報の閲覧

➡

➡
➡

➡

➡

利用登録

物件の見学

物件の交渉・申込み

物件の登録

➡

➡

➡

現地調査

空き家情報の公開

物件の交渉入居決定
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知事との県民対集会が行われました
～栄村らしい魅⼒を⽣かした地域づくり～

　8月8日㈫に阿部守一県知事が村を訪れ、テ
ーマに沿って村民と直接意見を交換する「県民
対話集会」が開催されました。この県民対話集
会は阿部知事が「対話と共創」を基本に県民の
思いに常に寄り添いながら県民起点の県政を促
進するとの考えから、県内各市町村を回って行
われているものです。
　当日は、栄村での対話のテーマである「栄村
らしい魅⼒を⽣かした地域づくりについて」、
村民26名と教育・野外活動・移住・食文化・雪
等といった幅広い分野について活発な意見交換
が行われました。
　阿部知事は、村民から出された意見につい
て、県で実施している取組を紹介しながら、自
身の熱い思いも交えて、真剣にお話しください
ました。

秋山郷の史料について
　秋山郷には独自の風習があり、貴重な史料がたくさんあります。津南町の“なじょもん”で９
月２日から開催される企画展「秋山記行から展望する考古と民俗の交差」で、とねんぼで所蔵し
ている「一字一石経」が展示されます。
　とねんぼの史料展示室には、その他秋山に伝わる史料をたくさん展示していますので、ぜひお
越しください。

～秋山の情報をお知らせします～
問　秋山支所　☎025-767-2202

秋山支所だより秋山支所だより
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りよだ健保
⃝９月10日～16日は『自殺予防週間』です

　誰もが追い込まれることのない栄村の実現を目指して、栄村いのち支える自
殺予防対策計画を策定しています。７月中旬には、中学校で心配なことや悩み
を相談することの大切さ、他者の話を聴く側の態度について『ＳＯＳの出し方』
について授業を行いました。信頼できる人や相談窓口に悩みを打ち明けられ、
支え合える優しい村について考えてみてはいかがでしょうか。

⃝９月は『世界アルツハイマー月間』です

　村では、認知症に対して不安を抱える方やご家族への支援チームの設置や
認知症サポーター活動の支援により、認知症にやさしい村を目指しています。
　毎月第３水曜日は、悩みを抱える方やご家族、サポーターが気軽に集える
場として『にじいろカフェ』を行っています。是非お立ち寄りください。

⃝図書室へ特設ブース設置

　９月の啓発月間等に合わせて村の図書室に特設ブースを設置し、書籍の紹
介を行っています。お気軽にお越しください。
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歯科診療所だより 「手に入れよう  長生きチケット  歯みがきで」

～食欲の秋が始まります!(^^)! ～～食欲の秋が始まります!(^^)! ～
栄養をとって　健口を維持していきましょう

　毎日楽しく食事をしていますか？これからの時期はおいしい食べ物がたくさんでてきます。
楽しみですね。でも虫歯ができてしまったり、入れ歯の調子が悪いと満足な食事ができず、栄
養も偏ってしまいます。
　〈健口〉と〈健康〉を維持していくためのポイントをお話ししましょう。

歯のご相談・ご予約は「栄村歯科診療所」☎0269-87-3211へ

　広報６月号でもご紹介した《健口体操》を行った後に、　
ひと口量を少なめに、よく咬むことで唾液が出やすくなりま
す。唾液が出ることによって消化を助け、胃腸の負担を軽減
します。
　また、奥歯でしっかり咬み、美味しい！という口からの感
覚が脳を刺激して、認知症の予防にもつながります。

＊歯ブラシは無理な力を入れず、小刻みに磨いていきましょう。
＊主に歯の根元を磨くように当てましょう。　　　　　　　　
＊あちこち磨きはしない。歯列にそって磨く順番を決めて磨こう。
＊洗面台の鏡や手鏡を使ってちゃんと磨けているか確認して磨こう。
＊歯間ブラシや糸ようじを使って隅々まで綺麗に磨きましょう。
＊入れ歯は外して、入れ歯用ブラシで水洗して、洗浄剤を使用する。

　歯周病の進行により心疾患、脳血管疾患、糖尿病の悪化、口腔内に増殖した
細菌による誤嚥性肺炎の発症など、全身にも影響を及ぼしますので、プロによ
る「定期的なクリーニング」をおすすめします。
　また、いつまでも自分の歯で美味しく食事を食べるためには

「定期的な歯科検診」により、口の中の異常を早期に発見し治療に
繋げることで口の中の健康を守ることがとても大切です。
　しばらく歯科にかかられていない方、または気になることがあり
ましたら、ぜひ栄村歯科診療所にお電話ください。

①よく咬む

②歯みがき

③歯科受診
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し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ

ラ
ン
3・0（
長
野
県
総

合
5
か
年
計
画
）

信
州
S
D
G
ｓ
ア
ワ
ー

ド
2
0
2
3
の
開
催
に

つ
い
て

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
!!

　

し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
3
・
0

（
長
野
県
総
合
5
か
年
計
画
）
は
、
今

　

県
内
で
S
D
G
ｓ
達
成
に
向
け
た
取

組
を
表
彰
す
る
「
信
州
S
D
G
ｓ
ア
ワ

ー
ド
2
0
2
3
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
が
実
践
す
る
S
D
G
ｓ
達
成
に

向
け
た
取
組
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

雪
害
対
策
救
助
員
等
派

遣
世
帯
認
定
申
請
に
つ

い
て

　

村
内
に
暮
ら
し
の
拠
点
を
置
く
住
民

で
、
自
力
で
の
住
宅
等
の
雪
下
ろ
し
や

道
ふ
み
が
困
難
で
あ
り
、
子
ど
も
や
親

せ
き
か
ら
も
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
道
付
け
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
派
遣
内
容

を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
左
記
の
と
お
り

申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
世
帯
：
自
ら
の
労
力
を
も
っ
て
雪

下
ろ
し
や
道
ふ
み
が
困
難
な
、
次
の
世

帯
の
方

①
高
齢
者
世
帯

②
母
子
世
帯
（
18
歳
に
到
達
し
、
３
月

31
日
を
迎
え
て
い
な
い
子
と
女
性
の

世
帯
、
65
才
未
満
の
女
性
と
高
齢
者

の
世
帯
）

③
心
身
障
害
者
世
帯

④
疾
病
世
帯

⑤
そ
の
他
援
助
が
必
要
な
世
帯

申
込
方
法
：
役
場
窓
口
、
秋
山
支
所
に

お
い
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

載
の
上
、
民
生
課
住
民
福
祉
係
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
：
９
月
29
日
㈮
必
着

問
・
申　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
の
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
申
込
期
限
は
令
和
５
年
９
月

末
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。
役
場
窓
口
で
も

申
込
手
続
き
を
承
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新

規
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
書

類
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
活
用
の

場
が
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

～
「
信
濃
路
は
み
ん
な
の
笑
顔

つ
な
ぐ
道
」
～

　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
次

の
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
期
は
、
日
没
時
間
の
早
ま
り
と
と
も

に
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
交
通
事
故
が
増

加
す
る
な
ど
、
交
通
の
危
険
が
高
ま
る

こ
と
か
ら
、
運
転
者
・
自
転
車
利
用
者
・

歩
行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
交

通
安
全
を
心
掛
け
、
自
分
の
命
や
周
り

の
人
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
期
間
：
9
月
21
日
㈭
～

9
月
30
日
㈯
ま
で
の
10
日
間

　
問　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

交通安全啓発
動画はこちら

後
の
県
づ
く
り
の
方
向
性
を
県
民
と
共

有
し
、
共
に
取
り
組
む
た
め
の
、
い
わ

ば
共
創
型
の
総
合
計
画
と
し
て
、
概
ね

2
0
3
5
年
の
長
野
県
の
姿
を
展
望

し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
今
後
5

年
間
の
取
り
組
み
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
目
標
と
し
て
「
確
か
な
暮
ら
し

を
守
り
、
信
州
か
ら
ゆ
た
か
な
社
会
を

創
る
」
を
掲
げ
、
物
価
高
騰
や
急
速
な

人
口
減
少
な
ど
危
機
的
な
状
況
を
克
服

し
、
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
と

も
に
、
信
州
の
強
み
や
特
色
を
生
か
し
、

物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
満
た
さ
れ
た
、

本
当
の
意
味
で
ゆ
た
か
な
社
会
を
創
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
で
は
県
内
10
の
広

域
圏
毎
に
地
域
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
北
信
地
域
計
画
で
は
、「
豊
か
な

大
地
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と 

雪
と
と
も
に
暮
ら
す
北
信
州
」
を
目
指

す
姿
に
掲
げ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
概
要
版
は
北
信
地
域
振
興
局
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

問　
総
合
計
画
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

長
野
県
庁
総
合
政
策
課

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
₀
１
４

問　
北
信
地
域
計
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

北
信
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課

　
　

☎
０
２
６
９
─

２
３
─

₀
２
₀
１
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問　

長
野
県
庁　

農
業
政
策
課

　
　

農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
２
１
７

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加
方
法
や
店

舗
情
報
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
信
州
の
伝
統
野
菜
め
ぐ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
一
部
の
例
外

を
除
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
法
な
野
外
焼
却
を
し
た
場
合
、
５

年
以
下
の
懲
役
、
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
は
適
正
な
方
法
で
行

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◯
例
外
と
な
る
主
な
野
外
焼
却
（
野
焼

き
）

・
農
業
、
林
業
等
に
よ
る
や
む
を
得
な

い
稲
わ
ら
や
畔
草
の
焼
却

・
災
害
の
際
の
復
旧
時
の
木
く
ず
な
ど

の
焼
却

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
地
域
行
事
に
お

け
る
焼
却

※
例
外
に
含
ま
れ
な
い
も
の
（
マ
ル
チ

や
肥
料
袋
な
ど
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
）
は
野
外
焼
却

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
例
外
的
な
焼
却
で
あ
っ
て

も
、
近
隣
の
方
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
焼
却
す
る
と
き
は
風
向
き
や
時

間
帯
を
考
慮
す
る
、
煙
や
臭
い
が
多
く

発
生
し
な
い
よ
う
に
焼
却
の
量
を
抑
え

る
（
草
木
の
場
合
は
よ
く
乾
か
す
）
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

き
の
こ
採
り
中
の
遭
難

に
注
意
！

「
信
州
の
伝
統
野
菜
め
ぐ

り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
！

　

昨
年
の
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
、

県
内
で
は
12
名
が
き
の
こ
採
り
中
に
遭

難
し
、
う
ち
４
名
が
滑
落
や
発
病
な
ど

に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

遭
難
者
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
非

常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

き
の
こ
が
自
生
す
る
の
は
足
場
の
不

安
定
な
急
斜
面
が
多
く
、
き
の
こ
採
り

は
常
に
滑
落
な
ど
の
危
険
が
伴
い
ま

す
。
き
の
こ
採
り
に
入
山
す
る
際
は
、

こ
れ
ら
の
危
険
性
を
十
分
に
認
識
し
、

慎
重
な
行
動
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問　

警
察
本
部　

山
岳
安
全
対
策
課

　

伝
統
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ
歩

き
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と

特
産
品
が
当
た
る
「
信
州
の
伝
統
野
菜

め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
長
野
県
の
気
候
や
風
土
に

育
ま
れ
た
個
性
豊
か
な
伝
統
野
菜
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
期
間

　

令
和
５
年
12
月
24
日
㈰
ま
で

■
対
象
店
舗

　

県
内
各
地
42
店
舗（
８
月
４
日
現
在
）

　

天
丼
や
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
等
の
料

理
、
餃
子
や
漬
物
等
の
商
品
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
景　

品

・
特　

賞
（
ス
タ
ン
プ
５
つ
）

　

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
（
１
0
，

0
0
0
円
相
当
）
３
名
様

・
特
別
賞
（
ス
タ
ン
プ
４
つ
）

　

長
野
県
産
品
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

（
5
，
0
0
0
円
相
当
）
５
名
様

・
お
楽
し
み
賞
（
ス
タ
ン
プ
３
つ
）

　

信
州
の
伝
統
野
菜
お
楽
し
み
セ
ッ
ト

（
3
，
0
0
0
円
相
当
）
30
名
様

■
応
募
締
め
切
り

　

令
和
６
年
１
月
４
日
㈭　

消
印
有
効

栄
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
!!

野
外
焼
却
の
禁
止
に
つ

い
て

　

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
コ
ー
ス
を

ゆ
っ
た
り
歩
く
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
。
初

心
者
大
歓
迎
！
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

期　

日　

10
月
21
日
㈯

時　

間　

8
時
45
分　

受
付
開
始

　
　
　
　

9
時　
　
　

開
会
式

会　

場　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

対　

象　

小
学
4
年
生
以
上
の
村
内
在

住
・
在
勤
の
方

参
加
費　

無
料

運　

営　

栄
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会

☆
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
か
ら
ス
キ
ー

場
で
、
愛
好
会
の
皆
さ
ん
と
練
習
が

で
き
ま
す
。

問
・
申　

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

ま
す
。

１　

応
募
部
門
「
信
州
の
伝
統
野
菜
め

ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
！

・
小
中
高
校
生
部
門

・
企
業
団
体
等
部
門

２　

応
募
締
切

　
　

令
和
5
年
10
月
13
日
㈮

３　

応
募
方
法

　

な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
よ
り
提
出

　

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

長
野
県
総
合
政
策
課

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
０
１
４
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栄
村
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

用
ト
マ
ト
の
収
穫
が
行

わ
れ
ま
し
た

～村内の行事等を写真で
お伝えします！～フォトニュースフォトニュース

さ
ぁ
、
広
が
れ
情
熱
の
花

～
栄
小
３
・
４
年
生
の
取
組
～

秋
山
地
区
防
災
訓
練
の
実
施

～
有
事
に
備
え
る
～

各
地
区
で
の
夏
祭
り

　

栄
小
学
校 

３
・
４
年
生
が
大
久

保
地
区
で
育
て
た
「
ヒ
マ
ワ
リ
」

が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
こ
の
取
組
は
、
小
学
生
が
村

民
の
皆
さ
ん
を
元
気
に
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
は
太
陽
の
光
を
い
っ

ぱ
い
に
浴
び
子
供
た
ち
の
背
丈
を

追
い
越
し
一
面
鮮
や
か
な
黄
色
と

な
り
ま
し
た
。

　

元
気
を
あ

り
が
と
う
♪

　

8
月
27
日
㈰
、
秋
山
支
所
に
て

秋
山
地
区
防
災
訓
練
が
栄
分
署
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
消

防
署
職
員
に
よ
る
防
災
講
話
に
加

え
、
消
火
器
・
A
E
D
な
ど
の
消

防
防
災
設
備
の
実
践
的
な
活
用
方

法
を
訓
練
し
ま
し
た
。
消
防
署
で

は
、
各
地
区
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

A
E
D
訓
練
等
を
実
施
い
た
し
ま

す
。訓
練
の
要
望
が
あ
る
場
合
は
、

栄
分
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

飯
山
消
防
署　

栄
分
署

　
　
☎
０
２
６
９
─
８
７
─
１
１
１
９

　

８
月
の
お
盆
期
間
を
中
心
に
、

各
地
区
で
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

箕
作
地
区
で
は
、
千
曲
川
堤
防

工
事
に
よ
り
神
社
を
移
転
し
て
お

り
、
今
年
は
移
転
後
初
め
て
の
祭

礼
と
な
り
ま
し
た
。
帰
省
客
も
多

く
見
守
る
中
、「
さ
い
と
り
舞
」・

「
獅
子
舞
」
の
神
楽
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
は
加
工
用
ト
マ
ト
の
収
穫

の
最
盛
期
で
す
。
ジ
ュ
ー
ス
用
ト

マ
ト
を
村
で
唯
一
栽
培
し
て
い
る

「
宮
川
農
園
」
で
は
、
一
つ
一
つ

完
熟
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
手
摘
み

し
、
収
穫
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
栄
養
豊
富
で
雑
味
の
な
い
ト

マ
ト
を
使
用
し
た
ジ
ュ
ー
ス
は
、

道
の
駅
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
も
人
気
が
高
い
村
の
特

産
品
で
す
。
今
年
の
ト
マ
ト
ジ
ュ

ー
ス
も
今
か
ら
楽
し
み
で
す
！
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昨
今
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
事
情
希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
㉞

ガ
が
飛
び
出
る
と
い
う
事
態
に
出
く
わ
し

ま
す
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
よ
り
一
足
早
く
巣

箱
に
入
っ
て
繁
殖
し
て
い
る
の
で
す
。
巣

箱
の
中
を
見
る
と
、
綿
毛
に
包
ま
れ
た
オ

シ
ド
リ
卵
（
10
個
以
上
）
が
隙
間
な
く
底

を
埋
め
、
目
が
開
い
た
ば
か
り
の
ム
サ
サ

ビ
や
モ
モ
ン
ガ
の
幼
獣
が
よ
た
よ
た
動
く

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
等
の
小
鳥
も
ち
ゃ
っ
か
り
使
っ
て

い
ま
す
。
栄
村
の
自
然
の
重
層
さ
を
見
せ

つ
け
ら
れ
る
ひ
と
時
で
す
。

　

巣
箱
は
、
平
滝
な
ど
村
内
広
く
、
計
42

個
か
け
て
い
ま
す
が
、
千
曲
川
沿
い
は
オ

シ
ド
リ
に
、
山
地
は
ム
サ
サ
ビ
や
モ
モ
ン

ガ
に
入
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。

警
戒
心
が
強
い
栄
村
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

　

昨
年
の
営
巣
数
は
10
で
し
た
。
過
去
の

記
録
で
は
15
が
最
高
値
で
、
巣
箱
数
を
増

や
し
て
も
一
向
に
営
巣
数
は
上
向
き
ま
せ

ん
。
一
方
、
岡
山
県
で
は
電
柱
に
か
け
た

巣
箱
に
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
営
巣
し
、
着
実

　

今
回
は
、
長
年
村
内
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

の
保
護
活
動
に
取
り
組
み
、
新
し
い
村
誌

編
纂
に
尽
力
さ
れ
た
保
坂
順
一
さ
ん
か
ら

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⬥
　
⬥
　
⬥
　
⬥
　
⬥
　

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、
毎
年
５
月
ご
ろ
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
渡
っ
て
き
て
営
巣
・
子
育

て
を
し
て
９
月
頃
帰
っ
て
行
く
夏
鳥
で

す
。
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
、
長
野

県
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

大
変
希
少
な
鳥
類
で
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
向
け
の
住
宅
を
用
意

　

現
在
県
内
で
は
、
天
龍
村
と
栄
村
が
ま

と
ま
っ
た
営
巣
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
双
方
と
も
巣
箱
か
け
を
し
て
、
飛

来
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
所
で
す
。

　
「
今
年
は
ま
だ
来
て
ね
ぇ
」、「
声
を
聴

い
た
」
な
ど
の
情
報
を
寄
せ
て
く
れ
る
村

民
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
農

作
業
の
行
き
来
に
、
青
い
姿
を
見
て
感
動

し
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い

う
地
域
の
人
の
思
い
は
、
モ
ラ
ル
の
低
い

執
拗
な
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

を
守
る
力
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

栄
村
で
は
、
今
年
も
村
内
外
か
ら
７
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
村
教
育
委
員
会
で
、

５
月
３
日
に
巣
箱
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
か
け
た
巣
箱
の
利
用
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
は
ふ
ん
や
食
べ
か
す
を
そ
の
ま
ま

巣
箱
の
中
に
積
ん
で
し
ま
う
）し
、「
よ
く

き
た
の
し
」と
迎
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

巣
箱
に
は
招
か
れ
ざ
る
客
が

　

と
こ
ろ
が
、
巣
箱
か
ら
オ
シ
ド
リ
が
、

別
の
巣
箱
か
ら
は
ム
サ
サ
ビ
が
、
モ
モ
ン

に
そ
の
数
を
伸
ば
し
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
長
く
栄
村
の
保
護
活
動
を
主
導
し
支

え
て
き
た
信
州
大
学
中
村
浩
志
名
誉
教
授

に
よ
る
と
、
同
じ
種
で
あ
り
な
が
ら
栄
村

の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
警
戒
心
が
強
く
電
柱

な
ど
人
工
の
構
築
物
に
は
営
巣
せ
ず
、
自

然
の
樹
洞
で
繁
殖
し
て
き
た
本
来
の
姿
の

ま
ま
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

都
市
部
の
野
鳥
の
会
で
、「
栄
村
で
ブ

ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
見
た
い
」
と
い
う
方
か
ら

毎
年
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
岡
山
県

に
行
け
ば
簡
易
に
間
違
い
な
く
見
ら
れ
る

の
に
、
と
思
い
ま
す
が
、
自
然
の
ブ
ナ
林

で
繁
殖
す
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
や
ア
カ
シ
ョ

ウ
ビ
ン
、
ま
た
「
声
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」

と
呼
ば
れ
る
コ
ノ
ハ
ズ
ク
も
同
時
期
に
繁

殖
す
る
、
自
然
の
厚
み
を
も
つ
栄
村
は
魅

力
あ
ふ
れ
る
場
所
の
よ
う
で
す
。

　

保
護
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
係
（
☎
８
７
─

３
１
１
８
）

へ
是
非
ご
連
絡
を
。

⬥
　
⬥
　
⬥
　
⬥
　
⬥
　

　

保
坂
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
村
民
み
ん
な
で
関
心
を
も
ち
、
村
の

宝
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
然
環
境
を
守
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
） 

※
写
真
提
供
：
保
坂
順
一
さ
ん
、
村
教
育
委
員

会
事
務
局

美しい羽根を持つブッポウソウ。

ボランティアによる春の巣箱かけ作業。

巣箱から出てきたモモンガの幼獣！

ブッポウソウよりも早く産みつけられた
オシドリの卵
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　３・４年生は、大久保地区において、休耕田を利用したひまわり畑をつくる活動に取り組んできました。地
域の方々と協働のプロジェクトです。春から数ヶ月の努力の結果、ひまわりは見事に開花。かつての休耕田は、
今や黄色い花々で埋め尽くされ、絵画のような美しい風景となりました。
　３・４年生は、ひまわり畑を見学に行き、自らが植えたひまわりの成長
を目の当たりにしました。このプロジェクトを通じて、児童は自然との関
わりや地域貢献の大切さを学んだことと思います。
　また、地域の方々との絆も深まりました。
　地域との協働による取り組みは、学校と地域の結びつきを深め、児童の
学びと成長に大きな価値をもたらしています。

子ども教育係

栄中　小滝・中澤謙吾さんのお話
　７月19日㈬中澤謙吾さんを講師に、２年生社会科の授業が行われまし
た。授業の始めに謙吾さんから長野県北部地震の体験談を聞きました。
　これまで謙吾さんから何度も地震の話は聞いていましたが、地震発生直
後、200頭の牛は鳴き声一つあげず牛舎内はしーんと静まりかえっていた
こと、牛を安全に飼育できなくなり、やむなく牛を手放したことなど、震
災後12年経って初めて聞く話も多く、生徒はメモを取りながら熱心に聞
いていました。授業の終わりに生徒は「新しいことを知ることができた」「震
災後の謙吾さんの対応が早く驚いた」と感想を持ちました。
　謙吾さんのお話を聞くことで防災への意識が高まり、今後の授業に主体的に取り組むことが出来そうです。

　「みんなで学校を創ろう！」の中間報告を全戸配
布しました。今までの経過をお読みいただき、今後
とも引き続き、ご支援をいただきますようお願いい
たします。なお、９月29日㈮までパブリックコメ
ントを募集しておりますので、ご意見ご質問を教育
委員会事務局までお寄せください。

　「枝豆はこやしが足りなか
ったかな…」「このスイカは
いい音してるぞ！」「今年は
草取り頑張ったね。」と話を
しながらにぎやかに草取り作
業は進み、あっという間に畑
はすっきり！
　終了後は涼しい林でお茶会
をしました。

村民みんなで　『自学共育！』 栄村教育委員会報 №16
発行：栄村教育委員会事務局

2023年９月号

「畑のお手伝いありがとうございました！」
～北信保育園　畑の活動～

「みんなで学校を創ろう！」
パブリックコメント募集中

　８月２１日㈪に学生７
名と昼食を一緒に食べ、
ボードゲームを楽しみま
した。子どもたちにとっ
ては、夏休みの思い出の
ひとつになりました。

学童クラブ  松本大学生と交流

栄小　ひまわりプロジェクト 見事開花！
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生涯学習係

　今年１回目の自然学校は小学校の夏休みに合わせ開校しました。参加者は22名で、小滝公民館を拠点に千
曲川での川原遊びや夕食づくり、夜のブナ林散策もしました。
　夕食づくりではロゲイニング形式で集落内にチェックポイントを設け食料調達をしました。食料の調達、火
起こし、調理、片付けまですべて子どもたちだけで協力して行いました。（少しは大人が手伝いましたが）
　次回の自然学校は９月27日㈬の放課後「秋の自然遊び」を予定しています。

栄村自然学校夏休み企画“やんどもDAYキャンプ”を開校しました

村民みんなで　『自学共育！』

「第9回苗場山麓ジオパークフォトコンテスト」作品大募集！
◆こんな作品を大募集！　・各ジオサイトの迫力ある景観やそれを楽しむ人の姿
　　　　　　　　　　　　・ジオサイトと共に暮らす人の営みや伝統文化・行事・祭り
　　　　　　　　　　　　・ジオサイトに生きる動植物たちのたくましい生命力
◆部　門　□春部門　□夏部門　□秋部門　□冬部門　□暮らし・生活部門
　　　　　□祭り・伝統部門　□動・植物部門　□学生部門（高校生以下）
◆応募方法等の詳細
　次の二次元コードから
ご確認ください。

　昨年度総務課、建設課、農政課、教育委員会事務
局の協働で「聞き書き甲子園」に応募し、今年度のお
盆過ぎから高校生が栄村の「名人」たち８名に仕事
や生活の話を聞き取る「聞き書き」を始めています。
　栄村誌の調査時にもいろいろな話を住民の皆様に
聞かせていただきましたが、教育委員会としては皆
様の話すこと、知恵そのものが栄村を栄村と成り立
たせる礎だと思っています。ほかにも今年、聞き書
きを行う協力隊のイン
ターンも募集し栄村の
「少し昔」を継続的に
保存をしていきたいと
考えています。

聞き書き事業を始めています
　8月3日、諏訪清陵高校の生徒３名が栄村の方言
について調べに来ました。長野県全体の方言を調べ
ていましたが、栄村はやはり新潟に近く県内でも特
異なようでした。村の歴史や文化で「こんなこと調
べたいんだけどなあ、」などということがあれば、
いつでも教育委員会にご相談ください。

高校生が方言の調査に来ました

◆問合せ先
　栄村教育委員会事務局　☎0269-︎87-3118
　苗場山麓ジオパーク推進室　☎︎025-765-1600
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７月火災・救助・救急出動件数

最高気温 34.8℃ ７月７日㈮

最低気温 16.7℃ ７月４日㈫

平均気温 25.3℃ 総 雨 量 159㎜

栄村の気象（７月）

世帯数 789世帯 前月比１
人　口 1,612人 −3
男 763人 −1
女 849人 −2

出生 1
死亡 3
転入 2
転出 3

世帯と人口（８月１日現在） ７月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 3 131 飯山日赤� 13

津南病院� 2
そ の 他� 4
不 搬 送� 0
合　　計� 19
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 1 24

野沢温泉村 0 0 29

栄 村 0 1 19

管 轄 外 等 0 0 0

おうち時間　家族で点検　火の始末

９月の納税等
〇国民健康保険税　　　　〇介護保険料
〇後期高齢者医療保険料　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料 
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料　〇学童保育料
〇温泉使用料　　　　　　〇温泉休憩所使用料

生活カレンダー９月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　10月２日㈪　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　９月22日㈮
　八十二銀行・県信　９月25日㈪

〈登録方法〉
　右の二次元コードを読み取り、追加又は以下の
方法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
12
日
㈫
、
19
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
会
】

日
時
：
14
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育
て
相
談
】

日
時
：
20
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
栄
村
役
場

【
あ
そ
び
の
教
室
】

日
時
：
27
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

子
ど
も
・
子
育
て

行
事
・
そ
の
他

【
集
い
の
場 

に
じ
い
ろ
】

日
時
：
6
日
㈬
、
13
日
㈬
、
20
日
㈬
、

　
　
　

27
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所
：
診
療
所
２
階

【
こ
こ
ろ
・
法
律
・
仕
事
の

な
ん
で
も
相
談
会
】

日
時
：
26
日
㈫　

午
後
４
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

健
　

康
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振
興
部
会
長
兼
農
業
委
員　

廣
瀬
秀
勝

　

農
業
委
員
会
の
振
興

部
会
で
は
令
和
5
年
度

の
活
動
方
針
を
定
め
、

以
下
の
内
容
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
栄
村
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
た
め
に
農
業
委
員
を
中
心
と
し
た
農

業
団
体
、
行
政
組
織
に
よ
り
懇
談
会
を
実

〈発 行〉
栄村農業委員会

〈編 集〉
農委編集委員会

No.93

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

栄村農業委員会の新体制が始まりました

ごあいさつごあいさつ

　

７
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
農
業
委
員
会
に
お

い
て
、
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
市
川
憲
一
と

申
し
ま
す
。

　

農
業
は
食
料
を
生
産
し
、
国
土
を
守
る

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
人
が
生
き
て
い
く

た
め
の
最
も
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
す
。

　

14
名
の
委
員
で
、
自
由
な
発
想
、
傾
聴

及
び
協
力
を
合
言
葉
に
、
農
業
以
外
の
分

野
と
も
共
同
し
、
栄
村
の
未
来
に
明
る
い

兆
し
が
見
え
る
よ
う
な
農
業
委
員
会
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
地
部
会
長
兼
農
業
委
員　

齋
藤
元
一

　

北
野
校
区
の
農
業
委

員
と
な
り
ま
し
て
、
3

期
目
に
な
り
ま
す
。
天

代
地
区
の
齋
藤
で
す
。

こ
れ
か
ら
3
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
期
も
農
地
部
会

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
地

部
会
の
令
和
5
年
度
の
活
動
方
針
と
し
ま

し
て
は
、
左
記
に
示
す
こ
と
に
取
り
組
み

ま
す
。

①　
　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
村

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
ま

す
。
今
年
は
長
瀬
地
区
を
メ
イ
ン
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

②　
　

中
山
間
地
域
で
農
地
保
全
や
住
民

の
生
活
支
援
等
を
担
う
「
農
村
型
地

域
運
営
組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）」
に

つ
い
て
、
農
業
委
員
会
で
研
究
し
、

地
域
の
実
情
を
考
え
な
が
ら
事
業
が

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。
秋

山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
取
組
を

生
か
し
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
取
り
組

み
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
か
ら
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

農
業
委
員
会
長　

市
川
憲
一

施
す
る
予
定
で
す
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
り
、
集
落
の
農
業
の
担
い
手
確
保

を
ど
う
す
る
か
の
課
題
が
身
近
に
迫
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
農
家
の
皆
様

の
現
場
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

会
談
を
実
施
し
、
村
の
農
業
の
方
向
性
を

見
出
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
は
栄
村
の
伝
統
野
菜
で
あ
る

「
し
し
こ
し
ょ
う
」
を
ど
う
生
か
し
て
い

け
る
か
研
究
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
し
こ
し
ょ
う
は
、
昭
和
30
年
頃
か
ら
長

い
間
生
産
さ
れ
て
お
り
、平
成
28
年
に
は
、

「
信
州
の
伝
統
野
菜
」
と
し
て
、
県
か
ら

認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
生
産
者
の
高

齢
化
と
使
用
用
途
が
限
ら
れ
て
い
て
、
思

う
よ
う
に
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
が
知
れ

渡
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し

し
こ
し
ょ
う
の
料
理
方
法
や
用
途
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
広
げ
ら
れ
れ
ば
、
し
し
こ
し

ょ
う
の
生
産
振
興
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
現
に
、
松
代
高
等
学
校
商
業
科
の
生

徒
が
企
画
考
案
し
た
「
松
高
カ
レ
ー
」
に

は
、
し
し
こ
し
ょ
う
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
か
ら
、
し
し
こ
し
ょ

う
を
使
っ
た
料
理
方
法
、
楽
し
み
方
が
あ

れ
ば
是
非
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
声
を
集
約
し
、
村
の

新
た
な
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
商
品

化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　令和5年7月19日の任期満了に伴い、新体制による農業委員会が20日から始ま
りました。初回の定例会は7月20日に開催され、各地区から農業委員の推薦を受け、
議会の同意を得た10名に、桑原副村長より任命書が手渡されました。会長に市川
憲一氏、会長職務代理に中村久美子氏が委員の互選により選出されました。
　また、農地利用最適化推進委員は、農業委員会が委嘱するもので、推薦等を受け
た4名に、会長より委嘱状が交付されました。



の ぞ み（19） 令和５年９月１日

　

７
月
か
ら
あ
ま
り
雨
の
降
ら
な
い
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
、
水
路

の
乾
き
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
潟
県
魚
沼
地
域
の
水
田
で
は
、
水
不

足
に
よ
り
被
害
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
天
候
に
悩
ま
さ
れ
る
農

業
者
同
士
で
、
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
回
の
「
の
ぞ
み
」
よ
り
編
集
員
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
特
集
記
事
で
取
り
上
げ
て
欲
し
い
内
容
に
つ
い
て
募
集
し
ま
す

の
で
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�（
編
集
委
員
長　

中
村
久
美
子
）

編

後

集

記

お知らせ
農地等の相続登記はお済みですか？

　所有者不明土地発生防止のため令和６年４月１日より相続登記申請が義務化されま
す。先代から引き継いだ不動産の相続手続きを進めていただくようお願い致します。

農地利用状況調査（農地パトロール）実施します
　農地の確保と遊休農地化の防止を目的として農地パトロールを実施します。皆さ
んの畑や田んぼに立ち入ることがございますが、ご理解とご協力をお願い致します。

農地取得における下限面積が廃止されました
　令和５年４月１日の農地法改正により廃止となり、今後は小面積でも、「農地の
取得」が可能になりますが、権利取得に必要なその他の要件は継続となりますので、
申請の際はご相談ください。

農業に従事する方ならご加入いただけます

加入資格：①20歳以上～60歳未満の国民年金第１号者　②年間60日以上農業に従事していること

〜詳しくはお近くのJA、農業委員、農業委員会事務局までお尋ねください〜

★保険料の額は自由に決められます　★年金は生涯支給されます　★所得税・住民税の節税になります

農業者年金

① 農地の確保と有効利用に向けて取り組みます 　② 農地等の利用の最適化に取り組みます
③ 農業の担い手の育成・確保に取り組みます　 　④ 地域の課題解決に向けて取り組みます

廣瀬　明彦
（青倉）

中村久美子
（長瀬）

月岡　勝彦
担当地区：水内地区

齋藤　諭
担当地区：東部地区

樋口　秀孝
（森）

相澤　博文
担当地区：秋山地区

佐藤　慎平
（坪野）

宮澤　秀明
担当地区：西部地区

福原　初
（横倉）

福原　高男
（小赤沢）

齋藤　元一
（天代）

油科　恵子
（平滝）

廣瀬　秀勝
（森）

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農業委員・農地利用最適化推進委員の役割
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